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2019 年 11 月に中国 武漢市で発症したと言われ

る「新型コロナ」感染は、グローバル化の影響もあ

って、瞬く間に世界中に拡がりました。 

9 月 28 日現在、世界の感染者は 3 千 3 百万人超、

死者は 100 万人超となりました。我が国では感染者

は 8 万２千人超、死者は千５百人超となりました。 

人口比で世界と比較すると感染者、死者共に少な

いのですが、経済・社会・家庭生活等広範に影響が

及んでいます。 

 

当法人の活動に於いては特に春から夏にかけて影

響が大きく、見学旅行、研修会、各種会合中止の主

要な原因となりました。また、会員の皆様の業務・

経営にも影響があったのではと推察しています。 

この「新型コロナ」禍のもとで第 16 期通常総会を

迎えるにあたり、三役会は感染防止を考慮して、書

面による総会開催の手続き注意事項を NPO センタ

ーに確認した上で、総会に先立つ理事会と総会自体

も書面により開催することを決め、9 月 4 日に会員

各位に事務局からその旨とスケジュールをメール送

信致しました。 

以後、書面による理事会に於いて、いくつかの指

摘、意見、提案を頂きました。その中には初めて書

面による理事会開催の不慣れに解消出来ない誤記、

曖昧さの指摘、面談なら誤解等瞬時に解明できる事

項、今後への重要な提案を含んでいました。 

理事からの提案を受け、書面による理事会を補完

する位置付けで急遽、感染防止に留意しながら理事

会を開催し、総会議案を完成することにします。 

以上の経緯から会員各位への総会資料の送付が 

３週間程度遅れることになります。このような事態

を招いたことに、理事長として責任を感じておりま

す。 

 

次期第 17 期の活動は、総会成立後に正式スタート

しますが、「新型コロナ」感染の収束が見通せないこ

とから、大枠は第 16 期を大きく超えない提案になっ

ていますが、三役会、役員会等で、その都度十分な

論議を重ね、新たな前進を切り拓きたいと決意して

おります。 

 

 

 

日本で新型コロナウイルスによる感染症が確認さ

れたのは、年明けの特別な気分からしっかりと通常

を取り戻した後のことでした。私がこの感染症対策

の影響の「始まり」を実感したのは、現場に通う際

に毎週利用していた名鉄常滑線でした。それまでの

列車内は空港を利用する外国人乗客（もちろん日本

人も多い）と大きな荷物で一日中混雑していたので

すが、外国人乗客が消え、スーツケースが消え、通

学する沿線の生徒や学生までも消えていきました。 

そして、自分の現場でも機器によっては納品が遅

れ始め、中には目途が立たないモノは消えていきま

した。 

当初は感染後あっという間に重症化する肺炎の怖

さと、新型という未知のものに対する不安が大きく、

どう感染拡大を防いでいくのか、それぞれの社会で

議論や検討が行われたことでしょう。 

 

いちばん身近に感じたのは、地元の学区連絡協議

会の定例開催の中止、運動会や祭礼行事の早速の中

止でした。とにかく「地域から感染者を出してはい

今後の予定 

１０/６  総会資料送付 

コロナウイルスの影響によりメールにて開催 

１０/１５ 木造技術研究会コロナウイルスの影響により中止 

１０/１６ 総会議案書面表決書の返信締切り 

１０/１６ 18:00～ 相談委員会 NET委員会に変更 

１０/２０ 研修会 コロナウイルスの影響により中止 

               

 

 

 

「新型コロナ」禍の定例総会顛末と今後の活動         理事長 滝井幹夫 

本紙バックナンバーは当会のホームページｈｔｔｐ：//www.sumaidoctor.or.jp からご覧いただけます 

技術研修会について                 技術研修委員会委員長 津島勝弥 



けない」という感染拡大に対しての末端行政が抱え

る怖れを感じ取りました。 

あれから半年以上が過ぎ、感染拡大防止の対策は、

未知への恐れから日常へ“ウィズコロナ”と変化し

ました。行政からの「三つの密」の回避等、徹底し

た要請のもと、感染確認者数も大きな波を繰り返し

ながらの経過を辿っているところですが、経済活動

においてはかなりの疲弊を招いてしまいました。 

 

ホームドクター関係者の皆さんにも、仕事上で大

きく影響を受けた方が多いと思われます。また、何

よりも周りの生活が一変したと感じられていること

でしょう。事業のひとつである研修会も「人が集ま

ること」を避けるため、これまでの座学というかた

ちを狭小の会議室で行なうことはできないと判断し

ています。技術研修委員会は開いていませんが、こ

れからしばらくは、屋外、現地での見学を主とした

研修活動で考え、発信していこうかと考えています。 

また、他団体の会議では、すでにＷＥＢでの出席

を経験していることもありマンション・ビル大規模

修繕研究会の浅井委員長と協調させていただき、オ

ンライン使用による座学を考えてみたり、参加型研

修にはならなくても、勉強になると思われる講座を

紹介してみたりしたいと思います。 

密を避けることで会議室では集まれず、しばらく

は模索が続くと思いますがよろしくお願いします。 

 

▉理事会 9/29  

9/4 から MLでの理事会を進めていましたが、理事

から「集まって議論した方が良い」との提案を頂

き、会合を開催した。総会資料を承認した。 

 

 

▉研修会、マンション・ビル大規模修繕研究会、 

木造技術研究会は、コロナウイルスの影響により

中止した。 



 


